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“The　Real　Thing”再考
武　田　千枝子
　“The　Real　Thing”の起源を記した1891年2月22日付のジェイムズ
の創作ノートの覚え書には，George　du　Maurierからきいた，モデル
の仕事を探している零落れた退役軍人とその妻の話に短編の主題を感じ
とり，側面的展開を極力，抑えて，選び抜かれた細部をもって仕上げる
心積もりだ，とあるω。この方針は，それだけこの作品に対する多種多
様な解釈を許す余地を生んだとも言える。ジェイムズの理想通りの
“alittle　gem”（小さな宝石）（NHJ，104）に仕上げられたこの作品は，
いわば眺める角度によって反射光が微妙に変化する巧みなカットの多面
体である。ジェイムズ研究者・批評家にとって，この作品の「絨毯の下
絵」探しは，依然として厄介ではあるが，挑戦し甲斐のある作業である
ようだ。
　ここに改めてこの作品を取り上げる②意図は，作品の構造③に焦点を合
わせることによって，作品の中に埋め込まれている「下絵」を浮かび上
らせることにある。この短編の筋は，この作品の唯一の舞台である限ら
れた空間に閣入する二種類の人物を軸に展開する。Roy　R．　Maleは，
このような要素から成る小説に‘cloistral’という限定詞を付した（4）。
メイルはその著書においてジェイムズのこの作品をその種の小説として
具体的に論じてはいないが，ともに超自然的なものが闊入者として登場
するこの作家の“The　Turn　of七he　Screw”と“The　Jolly　Corner”
一55一
“The　Real　Thing”再考（武田）
をこの部類に属する作品として挙げている〔5｝。このことが“The　Real
Thing”をその視点から再考することを思いつく切掛けとなった。　a
cloistral　storyという枠をはめてみることによって，埋め込まれた
「下絵」を浮かび上らせる手がかりが得られるかもしれない。結果とし
ては従来の解釈と同じものになるかもしれないが，作品の構造がより明
確になる筈である。
　　メイルの定義によれば，the　cloistral　storyとは次のようなもので
ある。
　　　　The　cloistral　story　follows　this　typical　pattern．　Into　an　iso－
　　　lated　setting　intrude　one　or　more　mysterious　strangers　who
　　　are　potential　saviors，　potential　destroyers，　or　ambiguous
　　　combinations　of　both．　There　then　occurs　some　form　of　trans－
　　　action　between　the　external　and　the　internal，　a　testing　or
　　　transformation　of　the　insiders　by　the　intruder（s）．　The　test
　　　may　be　a　physical　or　emotional　or　rhetorical　due1；the　trans－
　　　action　is　typically　a　bargaining　session　of　some　sort；and　the
　　　transformation　may　involve　the　effort　of　the　insider　to　break
　　　out　of　his　fixed　orientation，　or　it　may　result　in　the　insider’s
　　　displacement　by七he　intruder．　Then　the　stranger　usually　de－
　　　parts－sometimes　from　this　world－1eaving　the　insider（s）to
　　　ponder　the　significance　of　the　experience．（6｝
その基本的なパターンは，上の引用に述べられているように，物語の筋
の展開の唯一の場となる，外界から遮断され孤立した場所に闊入する，
一人または複数の見知らぬ者により，内部の人びとがテストされたり，
変貌を遂げたりする。そして外部からの侵入者が去った後，人びとはそ
の経験の意味を考える，という形をとる。
　意外に思えるかもしれないが，“The　Real　Thing”にはacloistral
storyとしての要素が備わっている。物語の舞台として設定されている
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のは，一人称の語り手である画家の画室である。筋が展開する場所はこ
こだけであり，その“high　north　window”（7｝は，そこが俗世間から遮
断された孤立した世界であることを表わしている。この限られた空間へ
の闊入者がモデル志願者であるMajor　Monarchとその夫人であり，第
二のそれは同じ仕事を求めているOronte〔s）である。予期せぬ訪問者モナー
ク夫妻から少なからぬ影響を受けるのが語り手の画家であり，オロンテ
（とチャーム嬢）の影響を受けるのがモナーク夫妻である。二つの影響関
係は個々別々に存在するのではない。オロンテ（とチャーム嬢）の演技
によってある認識に達したモナーク夫妻の姿が，今度は画家の覚醒を促
すという』，いわば入れ子の構造になっているのである。それは余分なも
のを殺ぎ落した，無駄のない構造である。
　“The　Real　Thing”をacloistral　storyとして読むということは，
この作品の中心が語り手によって語られるモナーク夫妻ではなくて，語
り手である画家自身である〔9にとを意味する。覚え書に記されている作
者の意図の在処は，モデル志願の夫妻の置かれた状況が訴えているいじ
らしさを職業モデルとの対比によって描きだすことae｝にあったと思われ
る。しかし語り手である画家の直面している困難な状況もかなり具体的
に書き込まれていて，画家が語り手という機能的な存在にとどまらず，
筋の展開に，そして作中の人間関係に深く関る存在であることを思わせ
るのである。以下にその箇所を引く。
　　The　artist　is　beginning　a　big　illustrated　book，　a　new　edition
　　of　a　famous　nove1－say　Tonz　Jones：and　he　is　willing　to　try
　　to　work　them　in－for　he　takes　an　interest　in　their　predicament，
　　and　feels－sceptically，　bu七，　with　his　flexible　artistic　sympathy
　　－the　appeal　of　their　type．　He　is　willing　to　give　them　a　trial．
　　Make　it　out　that　he　himself　is　on　trial－he　is　young　and
　　‘rising，’but　he　has　still　his　golden　spurs　to　win．　He　can’t
　　afford，　en　somrne，　to　make　many　mistakes．　He　has　regular
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　　work　in　drawing　every　week　for　a　serial　novel　in　an　illus－
　　trated　paper；but　the　great　project－that　of　a　big　house－of
　　issuing　an　illustrated　Fielding　promises　him　a　big　lift．　He　has
　　been　intrusted　with（say）Joseρh　Andreωs，　experimentally；he
　　will　have　to　do　this　brilliantly　in　order　to　have　the　engage－
　　ment　for　the　rest　confirmed．　He　has　already　2　models　in　his
　　service－the‘complication’must　come　from　tんem．（NHJ，
　　103－104）
彼自身の芸術的成功がかかっている企画に加わっていながら夫妻の窮状
に同情を禁じ得ない画家は，二人を雇ってやりたいと考える。しかしす
でに，卑しいながら才能においては夫妻を凌ぐモデルが二人いる。画家
は夫妻を拒否して芸術的成功を確実なものにするか，あるいはその逆の
選択をするかの二者択一を迫られている。この状況は作品においても，
ほとんどそのまま活用されている。このような語り手にあっては，自己
のジレンマと無関係な語りを維持していくことは不可能に近いと思われ
る。ジェイムズ自身は，この覚え書で何もほのめかしてはいないが，そ
の語りは揺れる心を映すものとなるのが自然であるω。画家の語る物語
は彼の心の動きそのものなのである。Ro（lericle　HualSonがRoland
Malletの「意識のドラマ」であり，“Daisy　Miller”がデイジーにつ
いてのWinterbourneの印象の軌跡にほかならないように。
　語り手は肖像画を専門とする画家である。紳士淑女と呼ぶにふさわし
い身なりと物腰のモナーク夫妻の来訪を受けた時一この物語はある時期
における夫妻との交流についての彼の回想である一確実な収入をもたら
す肖像画の注文を心待ちにしていた（．．．Ihad，　as　I　often　had　in　those
days－theωish　bein8　father　to　the　tんought－an　immediate　vision　of
sitters［italics　mine］．307）。駆出しの画家である語り手は，生計の一
助に雑誌や小説本の挿絵の仕事も引き受けている。
　　．．．but　it　was　not　less　true－I　may　confess　it　now；wheもher
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　　because　the　asρirαtionωαs　to　leαd　to　everrything　or　to　nothing
　　I　leave　the　reader　to　guess－that　I　could　n’t　get　the　hon－
　　ours，　to　say　nothing　of七he　emoluments，of　a　great　painter　of
　　portraits　out　of　my　head［italics　mine］．（310）
上の二つの引用のイタリック体の箇所から窮えるように，この画家は金
銭面でも，また芸術家としての評価の面でも成功への願いがほとんど執
念にまでなっている，聖なる画室に住みながら極めて世俗的欲望の強い
人物であると考えられる。彼の理解では肖像画の依頼人である筈の夫妻
を純粋に専門家の目で値踏にかかる。夫人の印象は絵画関連の専門用語
を交えて語られる一“adim　smile，”“the　effect　of　a　moist　sponge
passed　over　a‘sunk’piece　of　painting，”“vanished　beauty”そし
て“her　tinted．．．mask”（308）というように。そして二人の真意を
未だ確認もしないうちに金銭面の条件を自分から出すのが至当であろう
とすら考える。ところが内気な彼らから辛うじて聞き出し得たことは，
モデル志願者であるということであった。
　　．．．tha七fortune　was　by　so　much　further　from　being　made
　　from　the　moment　my　visitors　wished　to　be“done”for　noth－
　　ing．　I　was　disappointed；for　in　the　pictorial　sense　I　had　imme－
　　diately　seen　them．　I　had　seized　their　type－I　had　already　set－
　　tled　what　I　would　do　with　it，　Something　that　wouldn’t
　　absolu七ely　have　pleased　them，　I　afterwards　reflected．ta（310）
この失望は収入への期待と名声獲得のための肖像画製作の期待が二つな
がら潰えたためである。執念にまでなっている願望達成の機会がこの瞬
間に潰えたのである。同時に画家は感じのよい相手が画家のモデルなど
という「うす汚れた」（dingy，310）言葉で表現されるような仕事を求
めていると知って驚きを抑えることができない。しかしモデルとしての
二人の適性を審査する画家は「ほんもの」を自負する夫妻に対してかな
り冷静な，私情をはさまぬ評価を下そうとしている。夫妻の由緒正しさ
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は確かに利点ではあるが，これは社交界向きのものである。しかし夫妻
が居ようが居まいが“．．．adrawing　room　was　always，　or　ought
to　be　a　picture．”（311）と突き放している。
　話を交わすうちに夫妻を面白いと思うようになった画家（“Iwasso
amused　by　them．．．，”312）の中で，二人に対する見方が変化し始
める。
　　．．．it　was　an　embarrassment　to　find　myself　appraising
　　physically，　as　if　they　were　animals　on　hire　or　useful　blacks，
　　apair　whom　I　should　have　expected　to　meet　only　in　one　of
　　the　relations　in　which　criticism　is　tacit．．．．（312）
二人の肉体的長所・短所などを口にしないですむ関係，つまり社交的な
場で接することが理想の人物だと思うようになる。専門家として夫妻を
評価する自分に当惑し，社交の場における友人としての見方が生じてく
る。画家は二人に対して明らかに興味と同情を抱き始めている。しかし
同じパラグラフの最後に“She　was　singularly　a　bad　illus七ration．”
（312）とあるように，新たな感情が専門家としての目を曇らせるまでに
は到っていない。二人は広告用モデルにふさわしい，というのが彼の冷
やかな結論である。
　夫妻に好感を抱いた画家は，二人の背景についても驚くほど速やかに
想像を巡らし，モデルとしての適性は疑わしいが，素朴な人柄故に使道
があれば雇ってもいいとまで思う。そして，上流社会を描いた小説の挿
絵のモデルとして夫人の試用に踏み切る。少佐がいつも一緒にやってく
る理由を画家は推測する。三章の冒頭の一節は“At　first　I　wondered
．．．．” C“aut　l　soon　saw．．．．”，“I　judged　rightly．．．．”そ
して“．．．Icould　fancy．．．．”（324）など，画家の夫妻に関する
認識の推移を示す表現が続く。夫妻の物腰に打たれはしても，夫人をモ
デルにした作品の出来栄えは満足のいくものではなかった。案じていた
通り，描き出された彼女はどうしようもなく“stiff”（いつも同じ，326）
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なのである。画家が最も価値を置く“variety”（多様性，326）の感覚が
彼女には全くない。それは少佐も同じことであった。
　画家が芸術的成功をかけている全集の仕事に夫妻をモデルとして使い
始めた頃には「率直で気楽な雰囲気」（the　c。mfortable　candour，335）
が両者の間に漂い始めていた。すでにオロンテを雇った後で，画家はモ
デルの選定に迷っていた。画家が少佐の代りに内緒でオロンテを使った
のは，夫妻に気兼ねしたからであった。二人が“really　pathetic　deco－
rum　and　mysteriously　permanent　newness”　（いじらしいほどの礼儀正
しさと，どういうわけかいつまでも変らぬ初々しさ，336）を失わずに画家を
頼りにしている姿に怖気づいたためであった。専門家としては二人のモ
デルとしての適性に否定的評価を下しながら，その存在が訴えかけてい
るものに心打たれて，画家も一人の人間として夫妻を眺めるようになっ
てきたのである。
　このように語り手である画家の失妻に対する二分された関心がその最
高潮に達したところで，画家の古い友人で批評家でもあるJack　Hawley
がこの事態に対して批判的見解を述べる。ホーリーは央妻をモデルにし
た作品を辛辣な口調で批判し，自らの信念に基づいた製作方法に戻るよ
う忠告する。ホーリーの頭文字JHが語り手に投影されている作者
Henry　Jamesの頭文字（HJ）と逆であること，語り手の画家にくらべ
てホーリーの実作者としての才能はそれ程でないこと，夫妻に対して極
めて人間的な感情をもって接している画家と対照的に，冷酷な調子で
（heartlessly，338）夫妻を評価していることから判断して，この人物は
語り手とは正反対の立場に立つ彼の半身であり，二分された関心の間で
揺れ動く画家を専門家の立場で正常な軌道へと引き戻す役割を担ってい
ると考えられるca。
　画家はこの忠告を受けても依然として夫妻を解雇することができない。
この時期について彼は次のように回想する一“As　I　look　back　at　this
phase　they　seem　to　me　to　have　pervaded　my　life　not　a　little．”
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（339）この時期における夫妻の存在は画家の生活に多大な影響を與えて
いたのである。ホーリーの忠告にみられるように，この画家は，夫妻と
の接触を通じて自らの主義を放棄した状況において芸術家としての誠実
さを問われ，また同時に，モデルとしての夫妻に不信の念を抱きつ・，
傍らに「ほんもの」がいる心地よい時間を楽しむ利己的な姿勢に始まっ
て，最後は，画家としての成功が危ういからといって腹を立てて二人を
解雇してしまうこともできないと考えるにいたる。つまり，人間として
の誠実さをも試されているのである。画家にとってこれは重大な試練で
ある。
　第二の闊入者オロンテはMiss　Churmとともにその身分・経歴・素
質などのあらゆる点でモナーク央妻とは際立った対照をなす存在である。
闊入者オロンテの夫妻に対する影響はまさに両者の間のコントラストが
あってこそ絶大なものとなる。国際状況の中で繰広げられる物語を数多
く書いたジェイムズがドラマの要素としてのコントラストを重視して多
用するのは当然であるが，“The　Real　Thing”では，7，000語から
10，000語の作品（NHJ，102）という制約の下で，語り手の画家と批評
家ホーリーの間のコントラストは言うまでもなく，二組のモデルの間の
コントラストを筋の展開に可能な限り活用して“something　as
admirably　compact　and　selected　as　Maupassant”a4（NHJ，104）（モー
パッサンの作品のように見事に引き締った，精選された細部より成る作品）に
仕上げることを意図したのである。
　夫妻が語り手の画室に通い始めた頃，画家は，ロシアの王女のポーズ
をとるチャーム嬢の姿からモデルに要求される能力を二人に悟ってもら
いたいと考える。二人はモデルを食い入るように見詰めるが，結局，こ
のロンドン誰の強い下町娘に対して「ほんもの」としての自信を強める
だけに終る。「20年間にわたるいなかのお屋敷訪問」の結果，二人の顔
には“七he　blankness，　the　intellectual　repose”（316）（うつろな表情と
休止状態の知性）が浮かんでいるαS。二人は競争相手を見詰めることはし
一62一
“The　Real　Thing”再考（武田）
ても，自身の姿を凝視する厳しさを持ち合わせない。しかし，突然，オ
ロンテが少佐に代ってモデルを勤めることになると，職業モデルの存在
が脅威となることを認識したようである。夫人の変化を画家は見逃さな
かった一“Ithought　Mrs．　Monarch’s　face　slightly　convulsed．．．．”
（334）
　ある日，まるで滞在先の家の客間に散歩から戻って来たとしか思えな
い雰囲気の夫妻が入ってくる。オロンテとチャーム嬢をモデルに製作中
の画家は，夫妻にお茶をいれてくれるように頼む。一寸，当惑したよう
であったが二人はその仕事をこなす。“their　wounded　pride”（341）
（自尊心を傷つけられた二人）を気の毒に思うどころか，一向に気付かない
二人に教訓を与えてやりたいとすら思った画家は，かつてチャーム嬢に
同じことを依頼したとき，次の日に文句を言われたことを思い出し，二
人の努力に報いて解雇を思いとどまらなければならないと思う。コント
ラストの巧みな使用例の一つであるこの場面の役割転換は，チャーム嬢
の職業モデル意識に対して，種類は何であれ兎も角，仕事を確保したい
という夫妻の悲壮感を描き出している。しかし夫妻をモデルにした挿絵
を出版社が拒否するに及んで画家も解雇を告げることになる。それでも
事の本質を見抜けない彼らの再訪に画家は狼狽する。「奇妙な」
（ridiculous，340）夫妻に対する画家の評価の揺れの問で，二人の愚か
しくも哀れな姿が浮き彫りにされていく。
　この時，その場にあるものと想定されたピアノの傍らで，オロンテと
チャーム嬢が青春の愛を囁き交わすポーズをとっている。その申し分の
ない構図をここでも夫妻は立ったま・黙って見ている。
　　．．．she［Mrs．Monarch］was　staring　with　a　strange
　　fixedness　at　Miss　Churm，　whose　back　was　turned　to　her．“Do
　　you　mind　my　just　touching　it［her　hair］？”she　went　on－a
　　question　which　made　me　spring　up　for　an　instant　as　with　the
　　ins七inctive　fear　that　she　might　do　the　young　lady　a　harm，
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　　But　she　quieted　me　with　a　glance　I　shall　never　forget－I　con－
　　fess　I　should　like　to　have　been　able　to　paint　thαt－and　went
　　for　a　moment　to　my　mode1［italics　not　mine］．　She　spoke七〇
　　her　softly，laying　a　hand　on　her　shoulder　and　bending　over
　　her；and　as　the　girl，　understanding，　gratefully　assented，　she
　　disposed　her　rough　curls，　with　a　few　quick　passes，　in　such　a
　　way　as　to　make　Miss　Churm’s　head　twice　as　charming．1t　wαs
　　one（）f　the　most　heroic　personα1　services　1’ve　ever　seen　rendered．
　　Then　Mrs．　Monarch　turned　away　with　a　low　sigh　and，100king
　　about　her　as　if　for　something　to　do，　stooped　to　the　floor
　　with　α　noble　humilitツ　and　picked　up　a　dirty　rag　that　had
　　dropped　out　of　my　pain七一box．［Italics　mine］（344）
チャーム嬢の髪を直したい，という夫人の申し出は唐突のようであるが，
職業モデルの演ずる完壁な場面に夫人が反応し，さらに，長年にわたる
社交界での生活により培われた感覚によって，その場に欠けているもの
を直ちに見抜いた，と考えれば納得がいく。画家がいかに工夫しても理
解させることのできなかった教訓一“the　lesson　that　in　the　deceptive
atmosphere　of　art　even　the　highest　respectability　may　fail　of
being　plastic”（343）一を感じとった結果である。夫人がチャーム嬢に
危害を加えるのではないかと恐れた画家以上に，この時の夫人は認識の
高みに達している。それは夫人の“aglance　I　shall　never　forget”
（決して忘れられない目付）により明らかであり，夫人の行為が“one　of
the　most　heroic　services．．．”（初めて見る思い切った行為）で，“a
noble　humility”（控え目ながら気高い態度）を示したものであったこと
は，自尊心を抑えて自らの役割を認識したことを意味しているからであ
る。台所に立って画家の役に立とうとする二人の姿に画家は荘然として
その目は涙で曇る。体面を棄てた切羽詰ったその姿は画家には見るに耐
えないものであった。幸い，一週間分の給料を受け取った後は二度と姿
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を見せなかった。闊入者としての二人の役割は終ったのである。闊入者
の退場は突然であったり，謎めいたものであることがあるae。そして画
家は念願通り，全集の企画に引き続き参加することになる。
　職業モデルのポーズに触発されたモナーク夫妻の認識の瞬間に心を打
たれた画家が，この二人の闊入者との交流を通じて受けた影響に思いを
巡らすのは暫く後一この経験を回想して物語るときである。引用は物語
の最後の部分である。
　　．．．my　friend　Hawley　repeats　that　Major　and　Mrs．Monarch
　　did　me　a　permanent　harm，　got　me　into　false　ways．　If　it　be
　　true　I’m　content　to　have　paid　the　price－for　the　memory．
　　（346）
「代価」とは，画家がモナーク夫妻に立ち去ってもらうために支払った
給料であると同時に，彼が蒙った「消えることのない被害」，すなわち
「身についてしまった悪習」という画家として払った犠牲を意味する。
しかし，そのような犠牲を払ってでも夫妻との交流によって得難い経験
をしたこと一傷つけられた誇りを隠して何とか生きる道を探そうとする
二人のいじらしい姿に接することができたことで画家は十分満足を感じ
ている。夫妻との交流を回想する画家の語りは，自身の変貌の軌跡を明
らかにする。自ら「小生意気な」（presumptuous，327）と称する自己中
心的であった画家が闊入者によって外の世界の重みに感応し，画室とい
う閉された世界における価値である画家としての成功に優るもの，すな
わち一人の人間として人生に感応する心を自分のものとしたのである。
ホーリーが言うように画室とは「ものを見る目を養うところ」（aplace
to　learn　to　see，340）であるならば，感応する心とは人生に対する鋭い
洞察力，レイバーの言う“moral　insight”atを意味する。メイルの説明
によればthe　cloistral　storyの目指すところはまさにこの広がりなの
である。
　　．．．the　format　of　the　cloistral　story　is　one　way　of
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　　dramatizing　the　collapse　of　assumed　Cartesian　barriers　be－
　　tween　subject　and　object．　The　external，　the　strange，　does　not
　　exist　apart　from　the　perceiving　self，　nor　does　that　self　exist
　　in　isolation　from　the　world．ua
　世俗的欲望と結びついた自己中心的な考えから，物質的利益追究から
解放されて外界と響き合える心への変貌は，画家としての成長に欠くこ
とのできないものである筈である。それはイザベル・アーチャーの理想
でもあり，享受者を感動させる力を芸術作品に与える感知された人生の
質と量を決定するものなのである。画法に迷いを残すという不利益に優
る，芸術家に望まれる基本的な姿勢を画家は獲得したのである。“The
Rea1　Thing”をacloistral　storyとして読むことは，全く新しい解釈
を生むというより従来，諸家が提出してきた解釈⑲に作品の構造の面か
らの根拠を与えることになる。最後の章に集中した感のある意味のある
場面の連続も，ジェイムズの作品には珍しいことではないが，この種の
小説ではむしろ自然な筋の運びと言えるのである。表題の「ほんもの」
はcloistral　fictionの慣例では，闊入者のモナーク夫妻を意味するee。
尤も，そのことは，‘the　real　thing’の意味するものの解釈に枠をは
めるものではない。
　　　　　　　　　　　　　　注
（1）Henry　James，　The　Noteboohs（’f　Henry　Jαmes，　ed．　F．O．
　Matthiessen＆Kenneth　B．　Murdock　（New　York：George
　Braziller，1955），　pp．102－104．（以下，上記書物からの引用は，本文中
　の括弧内にNHJの略語と頁数でこれを示すこととする。）
（2）拙論「Henry　Jamesの“The　Real　Thing”についての一解釈」
　『学習院女子短期大学紀要』（H，1965）1－12頁参照。（芸術の世界のほ
　んものと人生のほんものは別物である，というよく知られた理論の作品化
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　という大方の解釈に対して，作品の後半を重視して，モナーク夫妻が演じ
　る上流社会の人びとの悲喜劇を描いたものとの解釈を提示している。）
（3）作品の構造に注目した論文は比較的少ないが，Moshe　Ronの“A
　Reading　of‘The　Real　Thing’”　（Yαle　French　Studies　58（1979），
　190－212）は，この作品を“achiasmus”として詳細に分析している。
（4）See　Roy　R．Male，　Enter，　Mysterious　Strαnger：Arnericαn
　Cloistrαl　Fiction（Norman：Univ．　of　Oklahoma　Pr．，1979）．
（5）　Ibi（i．，p．120．
（6）　Ibid．，p．10．
（7）Henry　James，“The　Real　Thing，”DαisOr　Miller，　Pαndorα，　The
　Pαtαgoniα＆Other　Tαles（New　York：Charles　Scribner’s　Sons，
　　n．d．），　p，332．（以下，“The　Real　Thing”からの引用はすべて上
　掲書からとし，本文中の括弧内に頁数のみを記すこととする。）
（8）覚え書では，画家が矢妻の訪問を受けたとき，すでに二人のモデル（完
　成した作品におけるMiss　Churmとオロンテ）が雇われていることに
　なっている。しかしこの点が改められて，オロンテが第二の闊入者となる
　ことにより，acloistral　storyとしての性格がより一層，明確になった
　と言える。
（9）語り手自身がこの作品の中心であることを指摘した論文としては次のも
　のがある。Earle　Labor，“James’s‘The　Real　Thing’：Three　Levels
　of　Meaning，”College　English　23（Feb．1962），376－378；David
　Toor，“Narrative　Irony　in　Henry　James’‘The　Real　Thing’，”
　The　Universitbl　Revieω24（Dec．1967）95－99．注（3）で挙げたMoshe
　Ronの論文もこれと同じ立場をとっている。
⑩　　See　The　Notebooles　of　Henry　Jαmes，　pp，103，104．
（ID注（9）に挙げたToorとRonは，モナーク夫妻をモデルとした作品の
　不出来を自身の技禰のせいではなくモデルのせいにしている語り手を不誠
　実な語り手と解釈する。確かにジェイムズはその種の語り手も用いている。
　しかし“The　Real　Thing”の場合，もしそうであるならば，この経験
　を回想する画家の最後の語りの部分に悔悟の響きがなければこの回想自体，
　意味のないものとなるのではないだろうか。“1’mcontent．．．．”と
　いう言葉すら皮肉なものだというのでなければ。
⑫引用の最後の一文の意味は，画家の構想はこの紳士淑女を寸分違わずに
　描くものではなかった。自分たちに似ていない肖像画を認めようとしない
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　二人の考え方を知った後で考えると，画家は彼らを満足させることは無理
　だったろうと思うのだった，ということである。この一文は，画家の芸術
　的信条と方法をそれとなく語るものとして重要である。
⑬E．レイバーは，ジャック・ホーリーが語り手である画家の“esthetic
　conscience”であると述べている（“James’s‘The　Real　Thing’：
　Three　Levels　of　Meaning，”Tαles　of　Henry　Jαmes，　ed，　Christof
　Wegelin（New　York：Norton，1984），　p．473）。
回　“The　Real　Thing”にみられるモーパッサンの影響を論じたものに
　Richard　Fusco，　Mαupαssαntαnd　the　Arnericαn　Short　Story：
　The　I吻『IUenCe（ゾFOrrn　at　the　TUrn　Of　the　CentUry（UniverSity
　Park，　P6nn．：The　Pennsylvania　State　Univ．　Pr．，1994），　pp．187－
　193がある。
a＄覚え書ではモデル志願の夫婦に“stupid”（103）という限定詞が付さ
　れている。
（1⑤See　Male，　op．　cit．，　p．21．
（17）　Labor，　op．　cit．，　P．475．
⑬　Male，　op．　cit．，　p．27．
⑲　この小論の結論はレイバーの解釈に最も近い。彼は，画家が最後に到達
　した境地こそが「ほんもの」の最終的なレベルの意味を表わすものと解釈
　している（Labor，　op．　cit．，　p．475）。
⑳　See　Male，　op．　cit．，　P．8．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英米文学科　教授）
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